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1学会報告
本学会の学会誌である岡山大学芽数.数学教育学会誌｢パピルス｣が｢岡山入学学術成果リポジトリ
(OUSAR)Jに登録されることになりました｡これにより.本学会における岡山大学界数･数学教育学会談
｢パピルス｣での掲叔論文がwEB上で広く公開され,本学会の透明性と質的な向上が期待されますU
また,｢岡山大学学術成果リポジトリ｣に登録されたことで,国立情報学研究所a)論文情報ナビゲータ
｢CiNi日 などからも,岡山大学算数･数学教育学会誌｢パピルス｣に穐収された論文を探し比け ことがで
きるようになり,読者が限られていた本草全の活動や研究成果の発信ルートが大きく広がり,実践的な節
数･数学研究活動の価値が高まりました.平成25年10月25日現在において,岡山大)rP算数･数学教育
学会誌｢パピルス｣の第]1号･(2004)～ 第19号(2012)までが登録されており,WrI,B上で閲覧可能と
なっています｡残りの第1号～第10号,そして,本号(第20号)においても順次登録され,閲覧可能に
なっていきます｡下記のアドレスで閲覧できます｢
htp:/ousar.libokayama-U.ac.jp/ioumal/papyrus/
2｢理事会｣報告
r第20回 岡山大学界数･数学教育学会理事会｣を平成25年6月1日(土)12時から13時30分まで.
岡山大学教師教育開発センターで開催しました｡同理解会-の参加者は,会長,顧問,理S,会計監
査.幹事の合計18名でしたし理事会の放題とそれぞれの内容は下記の通りです｡
(1) 平成24年度の学会活動報告
(∋ 6月学会敷詰会について
平成24年度の談話会を平成24年6月8日(上)に,岡山大学教師教育開確センター で開催し,
岡山大学大学院准教授 福田 博雅先生からr薪Lい弟数･数学の授業デザインを考える｣,岡山
大学教育学部附属小学校 鈴木 隆幸先生(現任校 赤磐市立山陽東小学校)からr罪数的活動
を核にした新しい算数の授業作り｣.岡山大学大学院院生(現任校 岡山市立津島小学校)個井
大介先生から｢動的な見方を生かした新しい図形の授業｣の話煙を提供していただいたことの報告
がなされました.
② 10月学会研究発表会について
平成24年度研究発表会を平成24年10月27日(土)に岡山人草教師教育開発センター で開催
し,ノー トルダム清心女子大学講師 杉能 道明先生から｢言語活動を生かした節教科の授業改
革｣,岡ILl大学教育学部附属小学校 帽■酒 亜希子先生から｢帰納的な考えを牛かした授繋作り｣に
ついての発表および協議を行ったこと,｢魅力ある欝救･数学教育のあり方｣をテーマに,岡山大学
大学院 福田 博雅准教授を司会とL,岡山大学大学院教授 黒崎東洋郎先生,岡山大学大学院
教授 平井 安久先生,岡山県立玉野高等学校校長 三善 簸先生,岡山大学附鵜小学校(現任校
赤磐市立山陽束小学校)鈴木 隆幸先生の4名によるパネルディスカッションを行ったことについ
ての報告がありました.
③ パピルス19号発刊について
平成24年10月27日(土)に学会誌パピルス19号を発刊を行い,8本の実践研究論文と3本の研
究論文の計11本を掲載したことについての報告がありました｡
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(2) 平成24年度 会計報告,会計監査報告･承徳
平成24年度の会計報告.会計監査報告があり,平成24咋度会ull･報告が兜事会で承認されました-
(3) 平成25年度の事業活動計画
① 平成25年度-総会･群lt会･談話会について
(診 平成25年倍 学会研究発表会.r=ついて
Q)学会誌｢パピルス(第20号)｣ヲ帥 J予定について
0 20周年記念水菜U)在り方について
続いて,本牢度の活動T･定に/)いて話し合いました｡乎l'k25年度の学会の活動については,平Jk
25年6月1日(ヒ)にr総会.埋埠会･戯詣会｣を行い,平成25咋11月28FI(木)にr学会研究発貴会｣
の開催,学会誌!パピルス(第20号)｣の発二l二LJ,そして,今年度比 20JLl年記念行事として,学会研究
発表会と同時開帳で岡山市立大元小学校で大阪教育人草附属池田′｣､学校教諭 小林 秀訓先生に
よる柁讃公開と横浜同音,大学数授 石田 淳一先年の.此商を行うことに決まりました｡
(4) 平成25年度予算案について
平成251F度の予算案についてcr)提案がなされ,理事会で聴認されましたd
(5) 平成25年度退会会負,新入会員について
平成25年侍の新入会Eiについて,岡山大学教育学部附属小学校 姫JT一群草先牛,岡山大学大学
院 藤井 亮太,竹原 成美,山崎 細大,小川 帝弘の計5名が新入会Liとして坪事会で承認されまし
た｡
退会会員について,昨年度は退会者が4名,今年度E主退会者が6名であったとについての報告があ
りました,
(6) 平成25年度学会.会長.副会長.会計,会計監査,理事について
平成25年度の本学会において.昨年唖に引き続き,岡山大学大学院教授 黒崎 東洋郎先年に会
良職をお顔いすることが確市会で承認されましたOそれに伴い,会則に従って,会長委嘱である副会
長.会計,会計監査,埋ijiのメンバーの何件の報告がありました`
また,黒崎 鹿洋郎会長から,同LIE大学教育学部附椛′卜や便 姫井 額孝先年jir･会則に従い,新た
に本学会の坪事として香嘱したことについての報告がありましたO
(7) その他
~名洋会員の創設｣に関して粒二奈がありました.粒案理dlは以下の通りです.
現在,本学会にはこhまで学会に人変訂献された方のLf二)に,退職筏10年以上にわたって学会封を
納入し続けている方,もしくは,退会を余儀なくされている方がい王す〉特に,これまで.貢献さ11/てきた
方の中でi':会費負担から本ご∫･'=会を退会されるのけ柁念なことであります｡そこで'~名･替会FiJを創設す
ることを提案したいと思います.
この｢名誉会良の創設｣o)提案について,坪Jf会で焼玉に承諾していった結果,坪成多数で, 令
蕃全員の創設｣について承認されました〔
それに伴って,｢名誉会臼の特曲J.｢す.津会員の創設するための会則の変更｣について審議され,
次のことが承認されよしたり
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(∋ 名誉会員の特典について
(ア) 学会AHが免除される｡
(イ) 本学会r談話会Jおよび｢研死発表会｣-の招待参加ができるO
② 名誉会員の創設における｢会則｣の変更について
現 行
第5粂 本会の会員とは,次のいずれかに該当するもので,本会の目的に賛同し,算数･数学教育の
理論および実践に関する研究に従琳するものをいう｡
(1) 岡山大学教育学部数学教宅旧教貝,旧教官およびこれに碓ずる者
(2)岡山大学教育学部学生および卒業生
(3) 岡山大学大学院教育学研究科教員,旧教官およびこれに準ずる者
(4)岡山大学大学院教育学研究科院生および修了生
(5)本学会員の推薦があった者
改正後
第5粂 本会には,会員と名誉会員を置く｡
(1) 本会の会員とは,次のいずれかに該当するもので,本会の目的に賛同し,算数･数学教育の
理論および実践に関する研究に従事するものをいう｡
① 岡山大学教育学部数学教室旧教負,旧教官およびこれに準ずる者
② 岡山大学教育学部学生および卒業生
③ 岡山大学大学院教育学研究科教員,旧教官およびこれに準ずる者
④ 岡山大学大学院教育学研究科院生および修了生
⑤ 本学会員の推薦があった者
(2) 本会の名誉会員とは,本学会に貢献された会員の方で,会長により推薦され,理事会に出席
している理事の3分の2の賛成をもって決まったものをいう｡
現 行
第6粂 会員は会費を納入するものとする｡会饗は年額 4,000円(学生･院生は1,500lJ])とするOた
だし,臨時会資を徴収することがあるo
改正後
第6粂 会員は会費を納入するものとする｡
(1) 会掛ま年額 4,000円(学生･院生は 1,500円)とする｡ただし,臨時会費を徴収することがあ
る｡
(2) 名著会員は会費を免除するものとする｡
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③ ｢名誉会員として会長が推薦する全点｣について
会則の変更に伴って,｢名誉会員｣とLて会長が推脂する会員についての審誠を行いました0
名誉会員の推薦の円安として,｢70歳以上であること｣r会長及び副会長経験者であること｣r70
歳までに会費を納入し続けており,名誉会員に伯する方であること｣が珊gr-会で承認されましたb
その基準に沿って,黒崎充洋郎会長から名誉会貝として,｢坂田 性先生｣｢高橋 敏雄光Ji-J
｢森崎 岩之介先乍｣r高杉 早苗先/iF_｣の4名が名誉会員として推椅され.仲 良会で殊認されました.
3｢総会｣報告
稚TF･会に引き続き,平成25年6月ln(土)16:30から｢第19回 岡山大学算数･数学教育学会総
会｣がr苗fLLJ大学教師数育閑雅センター で開催されました.参加者は,31名でした_
(1) 平成24年度の学会活動報告
① 6月学会談話会について
tl7･戚24咋度の談話会を平成24年6月8日(⊥)に.岡山)(学教師数育開発センター で開催し.
剛 E｣大学大学院唯教授 福田 博雅先Jt.からr新しい算数･教学の授業デザインを考えるJ,岡山
大学教育学部附拭小学校 鈴木 隆幸先/i-_(現任校 赤磐市立山腸鬼小学校)から｢算数的活動
を核にした新しい算数の授業作りl.岡山大学大学院院乍(現任佼 岡山市立津島小学校)個井
大介先牛から｢動的な見方を牛かした新しい図形の授業｣の詣魅を挺供していただいたことU)鞭Jir
をしよした ｡
② 10月学会研究発表会について
平成24年度研究弛表会を平成24年10月27日(十)に岡山大学教師教育開発センター で関併
し,/-トルダム清心女子大学 杉権 道明講師からr言語活動をF仁かし/三界教科の授業改革｣,岡
山大学教育学部附属小学校 信肺 唖希子先生からr帰納的な考えを生かした授業作り｣について
の碓表および協議を行ったこと,[魅力ある算数･数学教育のあり方｣をテーマに,岡山人草大学院
福[□博雅准教授を司会とし,岡山大学大学院教授 黒崎東洋郎先/･F_,剛iJ大草大学院教授 平
井 安久先生,同山侭立玉野高等学校校長 三善 良先生,r缶仙 大学附属小学校(現任校 赤磐rh-
立山陽鹿小学校)鈴木 隆幸先/LJ)4名によるノ､ネルディスカッションを行ったことについての報告
をしました｡
③ パピルス19号発刊について
平成24年10月27日(土)に学会誌パピルス19',-1を発刊を行い,8本の実践研究論文と3本の研
究論文の計11本を掲赦したことについてC/)報告をしました.
(2) 平成24年度 会計報告,会計監査報告･承認
平成24年度U)会計報乱 会計監査軸'占-があり,平成24隼度会計報告が理事会で,承認されたこLt:
を博告Lました1
(3) 平成25年度の事業活動計画
① 平成25年度 総会･押恥会･談話会について
e)平成25年度 学会研究発表会について
(診 学会誌｢パピルス(第20号)j発刊予'il'について
也)20周年記念事嶺の在り方について
ー 7 4 -
続いて,本年度の活動予定について話し合いました｡平成25年度の学会U)活軌については,平成
25年6月1円(土)に｢総会･理事会･談話会Jを行い,平成25年11月28日(木)にr羊会研究発表会｣
の開催,学会誌｢パピルス(第20号)｣の発刊,そして.今年度は,20周年記念行事として.学会研究
鞄表会と同時開催で岡山市立大元小学校で大阪教育大学附jFf.池田小学校教諭 小林 秀訓先生に
よる授業公開と横浜国立大字教授 石田 淳一先生の講演を行うことに決まったことを報告しました.
(4) 平成25年度予算案について
平成25年度oL)予算案についての提案がなされ,理事会で碑課されたことについての報告を行い,紘
会で平成25年度予算案が了承されました｡
(5) 平成25年度退会会員,新入会員について
平成25年度の新入会(引こついて,岡山大学教育学部附属小学校 姫井 章孝先生,岡山大学大
学院 藤井 亮太,竹原 成美,‥J暗 涙太,小川 草弘の計5名が新入会員として理事会で承認された
ことと,退会会出について,昨年度は退会者が⊥1名.今年度は退会者が6名であったとについての軸比二
がありました
(6) 平成25年度学会,会長,副会長,会計,会計監査.理事について
平成25年度の木学会において,昨年度に引き続き.岡山大学大学院教授 熊崎 東洋郎先生に会
長職をお願いすることが理 il'T全で承認されたことを報告しました.それに伴い,会則に従って,会長委
嘱である副会長,会計 会計監査.理事01メンバーの留任U)報告がありましたD
また,黒崎 喪洋郎会長から,仰山大学教育学部附属小学校 姫井 牽阜先勺二を会則.p=従い,新た
(7) その他
｢ダ1番会員o)創&rhJに関して次の理由で提案があり.現車会で審講したことについて,J)報告をしまし
た`
現在,本学会にはこれまで学会に大変だ献された方U-)中に,退職後10平以上にわたって学会嫌を
納入し続けている方,もしくは,退会を余儀なくさjLている万がいます 特に,これまで爵赦されてきf一
方の中で学会姥負担から本学会を退会されるL/)は残念なことであります そこで｢名誉会員｣を創設す
ることを提案したいと思いますO
この｢名誉会員の創設｣の提案について.理軸会で供塵に審議していった結果,憤成多故で,｢名
誉会員の創設｣に/)いて承認されたことの報告がありまLた.
それに作-/て,r銘嘗会員の特則 ,rYJ誉会邑の創設するための会則の変電｣について審議され,
次a)ことが承認されたことの報告がありました｣
① 名誉会員の特典について
(ア) 学会･ln･が免除される､
(イ) 本望会r荻詣会Jおよび｢研究発起会｣-の招待参加ができる,
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② 名誉会員の創設における｢会則｣の変更について
現 行
第5粂 本会の会員とは,次のいずれかに該当するもので,本会の目的に横同し,算数･数学教育の
理論および実践に関する研究に従叫するものをいうO
(1) 岡山人草教育学部数学教室旧教員,lFl鰍千･.およびこれに唯ずる甘
(2) 岡山大や教育学郎′､IL･1'生および卒業生
(3) lLqLJ大学人学院教育学研究科教員,旧教官およびこれに碓ずる者
(4) 岡山大学大学院教育学研究科院牛および修了生
(5) 本学会員の推薦があった者
改正後
第5粂 本会には,会員と名誉会員を匪く｡
(1) 本会の会員とは,次のいずれかに該当するもので,本会の目的に賛同し,算数･数学教育の
理論および実践に関する研究に従事するものをいう｡
① 岡山大学教育学部数学教室旧教員,旧教官およびこれに準ずる者
② 岡山大学教育学部学生および卒業生
③ 岡山大学大学院教育学研究科教員,旧教官およびこれに準ずる者
④ 岡山大学大学院教育学研究科院生および修了生
⑤ 本学会員の推薦があった者
(2)本会の名誉会員とは,本学会に貢献された会員の方で,会長により推騰され,理事会に出席
している理事の3分の2の賛成をもって決まったものをいう｡
現 行
第6粂 会員は会粋を納入すろものとうる｡会掛1年額 4.000円(学生･院牛は 1.500円)とする｡た
だし,臨時会･'仕を徴収することがある､
改正後
第6条 会員は会費を納入するものとするO
(1) 会費は年額 4,000円(学生･院生は 1,500円)とする｡ただし,臨時会費を徴収することがあ
る｡
(2)名誉会員は会費を免除するものとする｡
③ ｢名誉会員として会長が推騰する会員｣について
会則u)変電に伴って,｢名誉会邑｣として会長が椎佃する会員についての審訊を行いまLf-)
名辞会員の推肺の目安として,｢70歳以上であること｣｢会艮及び副会長経験者であること｣r70
歳までに会費を納入し.続けており,名嘗会員に値する方であること｣が理事会で私忍されました∧
その基畔に沿って,£別席東洋郎会長から名誉会員として,｢坂田 性先生｣｢高橋 敏雄先生｣
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r森崎 岩之介先牛｣｢高彪 斗苗先年 )の4名が名誉会員として推胸され,理事会で承認されよし
たJ
これらの理事会で承認されたr①名誉余日の特典について｣｢②才.嘗会員の創設における｢会則｣の
変電について1｢③｢名誉会員として会長が推煎する会員｣について｣の3点が総会で承認されたことの
報告がをしました⊃
4会員の異動について
平成25年6月1日現在で把握している本学会員の方々の異動です.( )の中は,新しい勤務地で
すo
秋山まゆみ (挫山市立南小学校)
芦耶 俊彦 (美作市教育委員会)
阿部 育子 (岡山市立鹿田小学校)
池本 桂治 (赤磐市立山陽小学校)
磯野 嵩 (分蚊市立倉敷東/｣､学校)
糸島耕太郎 (総社市立山手小学校)
小畑 知子 (福山市立駅家東小学校)
片山 晴夫 (津山市立喬松小学校)
川上 公一 (岡山県立矢掛高等学校)
小林文美子 (川崎医療短期大学)
伍Lij: 康晶 (岡山県教育庁義務教育課)
鈴木 隆幸 (赤紫市立山陽東小学校)
高橋美代子 (福山市立明王台小学校)
藤井 孝行 (笠岡市立中央小学校)
藤本 秀二 (真庭市立久世中学校)
松原 黍通 (くらしき作陽大学)
固井 大介 (岡Lh市立紐島小学校)
失地 晴彦 (岡山市立津島小学校)
山本 厚了 (倉敷市立穂井田小'I,t校)
(石.卜榊原 敬称略)
(文苛 胸井大介)
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第20回 岡山大学算数･数学教育学会｢談話会｣報告
日 時 平成25年6月1日(七) 14:00-1600
場 所 岡山大学教師教育開発センター
参加者数 34名
く 話 題 1 > ｢数学的な探究と算数･数学の自由研究｣
ノー ト/レダム清心女T.大.､;と児童学科 講帥 杉能 道明 先生
【概 要】
*算数-数学では何を搾究するべきなのか,また.致雅を搾究する姿はどんな資なのかということを
明らかにL ,筒数.数学の教科書を例にとり,Fl由研究u_)ねらいと授繁での位駐付けを程零した
< 話 題 2 - ｢中学校数学における授業改善｣
桐山ilTJ立効 目中学校 教諭 平野 上- 先生
【概 雫】
*言語活軸は単に話をすればよいとい.ji,;tでけない_,中学校数学における言語帖軌は,どJ)iう
にあるべきかについて述べるととそ)に,.lr学校叫受電改1町こついての在り方についてr｣l校a)取り組
ち,JiJ交えて提案し+-
話 題 3 > ｢操作と数学的な考え方の一体化を図る算数授業｣
赤省市立山暢東小学校 教諭 鈴木 隆幸 先/J!.
【概 要】
* ｢操作｣と｢数学的な考え方｣の一体化の大切さについて,具体的に第2学年のかけ算の授業の解
例をもとに提案した○
3つの話腰に対して,多くの会員の方から相棒的な発言があり.有意義な会となりtした
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fJ.数 ･数学教育関係 U)I.=･子株
平成 25年 10月 1日
岡山大学尊敬 ･数学教育学全
会 艮 黒 崎 東 洋 郎
(岡山大学大学院教授)
平成25年度岡山大学算数･数学教育学会公開研修会のご案内
ひんや りとした秋気が心地 よい季節 とな りま したC 先乍方におかれ ま しては､ます
ます ご清祥のこととお慶び 申 し上げます′つ
さて､岡山大学算数 ･数学教 育学会 では､毎年､談話会や論文発表 会を開催す ると
ともに､学会誌 rパ ピルス ーを発行 し､算数 ･数学教育の推進に務めてまい りま LT-.
この度､本学会の二十周年を記念 して､学会員以外の先/Jz方 もnFI=Iに参加 できる ｢公
開研修 会｣を下記のよ うに計画 いた しま した
多 く0)先生方 とともに算数 .牧草教育 を語 り合 える機 会にできた らと考 えてお i)読
すので､ 日々ご多用 とは存 じますが､ こ参加のほどよろ しくお願 い申 し とげます｡
記
1 期 日 平成 25年 11月 28日 (木)
2 会 場 I請=JJ市立大JC小/Lr'佼 岡山市北は大元J一町 9-43
TEL 086-241-8562
3 参加費 無 料
4 日 僅 13.15-13:40 受付
13 40-14･25 公開授業
大阪教育大学附属池 田小学校教諭
小林秀訓先生
14 30-15 15 研究協諺会
15 30-16 30 講演会
横浜国立大学教授 石 m淳 先生
5 その他 ○ 参加 ご希望のyr;生は､屯子 メールか FAXで事前申込をお斬
いしよす .
参)Jl申込先 岡山大号教育学部 附 )/Ji,小学校 算数科部
FA冗 O86-272-0511
E-mall oka＼′,ima_PaPyru-凋yLdhoo.coJp
O 日程等に変更がある揚合､次のwebページに掲殺 しますので､
ご確認 ください,
httpl//geocltleSyahoocojp/gl/okayama_papyrLIS
O 岡山県教育委員会 ､岡山T17教 育委員会 ､倉倣ホ教育委員会等
に復校 していただ くT一定です｡ (現在 申El't中)
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｢岡山大学20閏年記念公開授業｣の軒料
第 5学年 算数科学習指導案
大阪教育大学附属池田小学校 小林 秀訓
1. 日 時 平成 25年11月 28日 (木)
2. 対象児玉 岡山市立大元小学校 第5学年E組 (33名)
3. 単 元 名 順々に調べて
4 日 標
間組場面から､ともなって変わる2_E1-を見出し､蓑を用いてその2鹿の関係について考え､そのこ
とを図や言集や式などを用いて説明する｡
5 指導に当たって
本単元は､この単元の前に4年生 ｢変わり方｣があり､この後､｢Oや△を使った式｣があり､6年
牛の ｢比例 ･反比例｣につながり､中学高校の ｢関数｣｢数列Jにつながっていく｡その意味で､まず､
ともなって変わる2瑞を見出して､そのことを鹿などに表 し､規則性を発見すること､そして規則性
について､図や言燕を用いて説明することが目的である.規則性を兄いだすために､帰納的に考え､
問勉を解決する力をつけていきたい｡また､そC7)規則性を説明する時に､演縛的に考え､図や言薬や
式を用いて､説明する力をつけていきたい｡
本時では､コピー用紙を用意し､実際に紙を折る情動を通 して､何と何が変わっていくのか､また､
何と何がともなって変わっていっているのかということを発見させながら学習を進めていきたい｡折
るという活動だけではなく､デジタル教科苦ヰ)使い､とt>なって変わる丑を児竜FIJらが発見できるよ
うにする｡その後､表にまとめることで､いくつかのきまりが予想として出てくるであろう｡それら
の考えを帰納的に考え､規則性を見出す場を設定する｡
出てきた規則性について､折り紙を具体物搬作することや式や吉葉を用いて説明させたい｡ 5回ま
では紙を折るという具体物操作で確認することができるが､それ以上については､具体物操作では確
認できないであろう｡表などを用いて考える必要作が出てくるはずです｡そして､その規則他を説明
する場面では､表､具体物操作､式､言薬などが,Jながるような場を設定し､演緯的に考え､数学的
な価値が高まっていくような授業を組み立てていきたい【説明する活動は､自分の考えが建碑され､
理解が深去っていくと考えられるからである_他者の考えと自分との考えを比べ､修正し､関連づけ
ながら､より数学的な価値の高い考えに紡ぎあっていくような展開を組み立てていく｡
このように､帰納的に考える場面､清輝的に考える場面の双方の場biを設定し､数学的な考え方の
育成をめざす｡
6. 指導計画 (2時間扱い)
第1次 順々に調べて (2時間)【本時1/2時間】
7. 本時の授業について
-F_な学習活動と予想される児竜の反l芯 指導上の留意点 (O)評価規準 (☆)
1,問題場■血を把握するQ ○実際にコピー用紙を碓し､3回まで折り､変数 ついて見つけさせる○
長方形の紙を1回､2回,.,と折っていきますー折って
いくと変わっていくものは何でしょうo
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･長方形の敬
･折り目の数
7LEiI折ったときにできる長方形の数はいく/Jになるか
･表
3,考えを発表 し､練 りしげるo
折った回数 1 2 3 4 ○ 6 7
･折る回教が増えるごとに､長方形u)放rtl増えていく｡
･折るHTrll敏をlLF.11円えるごとr､長方形(I)数は前(n故の2
倍になっていく｡
･長方JFZの数が2･4･8･16と増えていくく,
･(長方形cJ)敬)-2×2
＼- 一ヽ一一J
折ったr･,｣牧だけ2をかりる
4,きまりの理由を考え､説Rjlする(,
I(細を実際に折 りながら)紙をlLiJ折ることに､長方形
Lr)教は2倍になっていくO
･だか1‡'､前の長方形の故の2倍になっている.
5,過,rR間頓を解 くo
7E司折ったときの折 り目の数は何本かな･～
･折ったIrj]数 ごとに見ていくと､折り目の数はいつ と､艮方
形の教より1つ少ない｡
･折り目は､長方形と長方形の関に(む)るから､長方形の敏
よりも1つ少ないだ｡
･楯木簡だ_
6,本時の圭とめ ･ふりかえりをするし,
･表にまとめるとき去りがわかった｡
･表を縦に見たり､横に見たりするときまりが見つけるこ
とができたo
･バラバラではなく､順々に&,-えていくときまV)がわかっ
た O
○間越場面をしっかりと理解させるた糾 こ､
折るという操作的活動だけでなく､デジタ
ル教科碁を用いて確認する｡
○自分の考えを説明できるために答えだけで
なく､相手を意識 し､わかりi(｣すい数学的
表現 もしっかりとノー トに書かせる｡
〇日分と他者a)つながりを考えろために他 者
との肘頭,･京や相違点を整理させる⊂
○デジタル教科井を使い､答えを確認するu
1:Li-艮方形の数のきま!')を見つけ､表や式や
言農などの数学的な表現を川いて考え､
説明することができている｡
○ どうして.そのようなきまりになる〟)か､
折り紙を操作させなかIL､考えさせ､説uJ]
させ ろ .ノ
○良万形の敏と関連伸 ナて､考えさせる.
(⊃学びを確かにするために､自分の高まり･
友だら〝)⊥さについて､数学的表現を文章
化し､授業を振り返らせるC
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